
 

 

 

 

 

  

創立４５周年を迎えて～友達と一緒に学び、生活できる一日一日を大切に～ 

校長 吉田 茂樹 

 

当初の再開予定時期から休業延長の連続となり、久々の学校教育活動の再開となりまし

た。本校は、1つの学級を地区班別に 3グループに分けての分散登校でスタートしました。

3つの密に気を付けながら、少人数での登校ですが、子どもたちの元気な姿が学校に戻っ

てきました。友達や先生との再会に喜びもひとしおだと思います。保護者の皆様には、ご

家庭における生活・学習面でのご協力、誠にありがとうございました。心のケアや新しい

仲間づくり、休業中の学習の補充などを段階的に行い、子どもたちの円滑な学校での生活・

学習につなげたいと思います。また、この短縮授業期間中は、家庭学習での補充の時間も

多くなります。各学年より家庭での学習課題を出しますので、よろしくお願いします。 

さて、今日の放送朝会で児童に話をしましたが、明日６月２日は、横浜市の「開港記念

日」になります。（今年度は、登校日です。）１８５９年に記念日に設定されて以来、国

際貿易港として１６１周年になります。（今年は、残念ながら開港記念祭などは中止です。） 

そして、６月３日は、本校の「創立記念日」です。（毎年、通常通りの登校日です。）

昭和５０年に開校以来、今年で４５周年を迎ました。創立当時の航空写真を見ると現在と

違って、西校舎やプール、遊具がないのが分かります。山田小学校から独立開校し、当時

の児童数は、２７３名で９学級しかなく、今よりも小さい規模の学校でした。今年度は、

５月末に４５周年を祝して航空写真を撮影する予定でしたが、臨時休業になってしまい、

夏休み以降に新型コロナウィルスの状況をふまえて実施したいと考えています。 

 ６月の学校行事につきましては、感染予防対策として、３つの密になるのを避けるた

め、６月に計画しておりました授業参観・懇談会につきましては、中止とさせていただ

きます。（状況によりますが、次回は、９月に予定しています。）７月の個人面談につ

きましては、今後の状況をみて判断したいと思います。 

 今年は、友達と学校で一緒に学んだり、遊んだりできる一日一日が、今まで以上にと

ても大切な時間に感じるのではないでしょうか。学習も現在推進している対話的な学習

や様々な人との交流学習も今年度は、制約を受ける部分が大きいです。しかし、単に知

識の詰め込みにならないように、好奇心をもって主体的に課題を追究し、解決していく

学習の中で「言語能力」の向上や「生きてはたらく知」につなげたいと考えています。 

 最後になりますが、学校再開にあたって、登下校の交通安全見守りを校外委員・保護

者・地域・都筑警察の皆様方、どうぞよろしくお願いいたします。 

学校だより 

  ６月号(第 534 号) 
     令和２年６月１日 
横浜市立すみれが丘小学校 

                                 学校教育目標  
〈すすんで みんなで れいをつくして がんばりつづけて おもいあって かがやきつづける すみれっ子〉 

～豊かな人間関係の中で、一人ひとりが自分のよさを十分に発揮し、互いに高め合う子を育てます～ 


